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リ

ッ

ク

両
王

時
代
の

カ

ス

テ

ィ

ー

リ
ァ

王

国
に

お

け
る

国
王

直
轄
官

職
の

社

会
的

諸
側
面
に

関
す
る
一

考
察
」

（

『

ス

ペ

イ

ン

史
研

究
』

一

八）

が
、

コ

レ

ヒ

ド
ー

ル

職
を

勤
め
た

デ

ィ

エ

ゴ
・

デ
・

メ
ル

ロ

が
一

四

八
二

年
に

書
い

た

遺

言
状
を

読
み

、

中
世
の

行
動
様
式
を

残
す

地
方
貴
族
が

近
世
的
な
国
王

直
轄

官
僚
を
勤
め
た

実
態
と

社
会
構
造
的
な

利
点
に

つ

い

て

解
明
す
る

。

大
原
志

麻
「

一

五

世
紀
末
カ
ス

テ

ィ

ー
リ

ャ

国
干
エ

ン

リ
ケ

四

世
の

国
王

文

書
に

み

る
王

権
と

地
域
社
会
」

（

『

人
間

文

化

研
究
科

年
報
』

A

奈
良
女

大
〉

一

九）

は

未
刊

行
史

料
の

紹
介
と

全
訳
で、

反

乱
の

実
態
と
情
報
伝
達
に

つ

い

て

未
知
の

領

域
を

開
拓
し
た

貴
重
な
も
の

。

　
ル

ネ
サ

ン

ス

の

文
化
と

社
会
を
実

証
的
に

論

じ
た

も
の

が

数
点

。

絵
画
で

は
、

黒
死

病
流

行
時
の

聖
セ

バ

ス

テ

ィ

ア

ヌ

ス

像
の

様
式
や

分
布
状

況
を
イ

タ

リ

ア

全
土
で

調
査
し

、

数
量
デ
ー

タ
を

も
と

に

疫
病
発
生
と
の

関

連
を
考

察
し

た

石
坂
尚
武
の
ゴ 、
点
「

イ

タ
リ

ア

の

教
会
に

お
け

る
セ

バ

ス

テ

ィ

ア

ヌ

ス

像
の

分
布
状
況
」

（
『

文
化

史
学
』

五

九、
「
一

〇
〇
三
）

、

「

調
査
報
告

　
イ

タ

リ
ア

に

お

け
る

セ

バ

ス

テ

ィ

ア

ヌ

ス

像
の

制

作
年
代
順
．

覧
」

（
『

人

文
学
』

一

七
五
）

、

「

イ

タ

リ
ア

に

お

け
る

ペ

ス

ト
の

発
生
と
セ

バ

ス

テ
ィ

ア

ヌ

ス

像

制
作
と
の

相
関
」

〔
同）

。

音
楽
家
に
つ

い

て

歴
史
的
立

場
か

ら

論
じ

た

も
の

が
少
な
い

中
で

、

一

五

匿
紀
の

カ

ン

ブ
レ

ー
大
聖
堂
の

聖

歌
隊
人
事
や

教
皇

庁
と

の

人

的
交

流
を

論
じ
た

山

本
成
生
の

二

点
「

「

ロ

ー

マ

へ

の

道
」

は

あ
っ

た

か
？
一
（

『

学
習

院
史
学
』

四
二
）

、

、．
ζ
餌
の

暗
「

°り

oh

芸
mO

ゴ
o
宥
σ
o
鴫
ω

o
＝
匹

冖

9Qo

＃

讐
Φ
αq帥
窪
o「

9
Φ一
「

〉
℃

℃
o

ぎ
け

∋
Φ

三

舞

葺
Φ

O
鋤
冖

＝

 

腎
巴

o
剛

O
鎚

ヨ
σ
「

巴曽
一

畠
り

亠
芻
  ．−
〔
『

音
楽

学
』

四

九
、

一
．

○

〇
三
）

は

貴
重

。

特
に

後
者
は

、

音
楽
の

領
域
に

お
い

て

北
フ

ラ

ン

ス

や

ネ
ー

デ
ル

ラ
ン

ト

が

創
造

活
動
の

拠
点
で

、

こ

れ
が

南
へ

伝
播
し
た

経
緯
を

教
皇
庁
聖

歌
隊
と

の

人
的

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

（

中
世
−

中
東
欧
・

北
欧）

交

流
の

面
か
ら

論
証
す
る

。

J
・

ヴ
ェ

ル

ジ
ェ

（

野
冂

洋一
．

訳）
『

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
世
末
期
の

学
識
者
』

〔
創

文

社）

は
、

研
究
の

少
な
い

テ

ー

マ

に

つ

い

て

の

良
い

手
引
き
と

な
る

。

　

全
体
を

振
り
返
っ

て
、

史
料
に

書
か

れ
た．
言

葉
を
読
み

込
む
だ

け
で

な

く
、

史
料
の

沈

黙、

歪

曲
、

後

代
の

改
竄
な

ど

を
む
し

ろ

利
用
し
て

、

斬
新
な

歴

史
理

解
を

構
築
す

る
論

考
が

増
え

た
。

さ
ら

に

証

書
、

書
簡

、

法
令

、

物
語

な
ど

異
な
っ

た
ジ

ャ

ン

ル

の

史
料

を
併
用

す
る

こ

と

も
稀
で

は

な
く
な
っ

た
。

今
後
は

フ

ラ

ン

ス

や
ベ

ル

ギ

ー
で

行
わ
れ

て
い

る
よ

う
な

、

考
古
学
や

写
本

学
と
の

共
同
作
業
を

行
う
こ

と
が

望
ま
し

い
。

そ

し
て

研
究
成
果
を
海
外
の

研

究
者
に

伝
え

て

ゆ
き
た

い
。

　

　
　
　
　
　

　
　
　
　
（

杉
崎
泰
一

郎
）

中
東
欧
・

北
欧

　
昨
年
の

学
界
で

評
者
の

記

憶
に

特
に

残

る
の

は
、

COE

プ
ロ

グ
ラ

ム

等

の

主

催
に

よ

る

国
際
的
な
シ

ン

ポ

ジ
ウ

ム
、

研
究
集
会
が
盛

況
で

あ
っ

た
こ

と

だ
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

中
匱
史
学
界
の

第
一

線
で

活
躍
す
る

著
名
な

研
究
者

が
、

日

本
に

招
聘
さ
れ
る

こ

と
は

今
や

珍
し
く
な
い

。

し
か

し、

例
え

ば
、

名
古
屋
大
学
の

COE

で

は
、

佐
藤
彰
一

氏
を

始
め

と
す

る
日

本
と
フ

ラ

ン

ス

の

研
究

者
多
数
が

−

歴
史
的
テ

ク
ス

ト

の

生

成
」

と
い

う
意
欲

的
プ

ロ

グ

ラ

ム

と

集

中
的
に

取
り
組
み

、

ま

た
、

ド

イ
ツ

中
世
史
研
究
会
そ

の

他
主

催

に

よ

る
東

大
（
駒
場）

の

国
際
研
究
集
会
で

は
、

ド
イ

ツ

（

ア

ル

ト

ホ

フ
、

ボ

ル

ゴ

ル

テ
）

、

イ
タ
リ

ア
、

日

本
の

研
究
者
（

高

山
博
氏
）

が
、

同
時
通
訳

を

介
し
つ

つ
、

極
め
て

充
実
し
た

報
告
・

議
論
を
展

開
し

て

い

た
。

こ

れ
ら
の

成
果
が

、

一

刻
も
早
く
ま
と
ま
っ

た

形
で

公
表
さ

れ
る

こ

と

を
期
待
し

た
い

。

鹽一
三

二

（

九〔〕
九

）
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ヨ

ー

ロ

ッ

パ

（

中
世
−
中
東
欧
・

北
欧
）

政
治
・

国
制
・

法

制
史
　
東
フ

ラ

ン

ク
ー−

“

ド
イ
ツ
”

王

国
に

つ

い

て

は
、

近
年

、

そ

の

歴
史
像
の

根
本
的
な

書
き
換
え

作
業
が
急

速
に

進
行
中
で

あ
る

。

そ

の

一

翼
を

担
っ

て

い

る

の

が
、

過
去
の

歴

史
の

「

記

憶
」

と
そ

の

変
容
に

関
す
る
フ

リ

ー

ト
の

研
究
で

あ
る

。

岡
地
稔
「

口
承

世
界
に

お
け

る
歴
史
叙

述
の

信
憑
性
」

（
『

ア

カ

デ・
ミ

ア
』

〈

南
山
大
〉

文
学
・

語
学
七

五）

は
、

ハ

イ

ン

リ

ヒ
一

世
の

国
王

選

挙
〔
九
一

九

年
）

に

関
し

ヴ
ィ

ド
ゥ

キ
ン

ト

等
の

叙
述

史
料
が

伝
え
る

”

事
実”

が
、

あ

く
ま
で

も
主
観
的
に

想
起
さ

れ
た

過
去
で

あ

る
こ

と

を

鋭
く
突
い

た

フ

リ
ー

ト

説
を

批
判
的
に

検
証
し

、

史
料
の

冷
静

な

精
査
の

必
要
性
を

説
く

。

同
「

九

＝

年

コ

ン

ラ

ー

ト
一

世
国
王

選
挙

（

そ
の
一
）
」

（
同
七

九
）

は
、

選
挙
参
加
者
に

関
し
叙

述
史
料
間
に

齟
齬
が
あ

る

こ

と
を

踏
ま
え
つ

つ
、

国
王
証

書
の

認
証

者
欄
の

緻
密
な
分

析
を
通
じ
て

実
態
の

解
明
を
試
み

る
。

宮
廷
司

祭
長
〔

1ー
ザ

ル

ツ

ブ

ル

ク

人
司
教
）

の

選
挙

不
参
加
か
ら

、

バ

イ
エ

ル

ン

の

聖
職

者
・

貴
族
の

不
参
加
を
も

推
察
す
る

結

論

部
に
つ

い

て

は
、

な
お

論
証
の

余
地
を

残
し
て

い

る
よ

う
に

思
わ

れ
る
が

、

こ

の

点
は
続

編
で

の

検
討

を
待
た

ね
ば
な

ら
な
い

。

船
木
順
一

「

東
フ

ラ
ン

ク
王

国
に

お
け
る

国
王
即

位
儀
礼
書
の

起
草
」

（

『

歴
史
学
研
究
』

七

九

三
）

は
、

そ
の

重
要
性
が
認

識
さ

れ
て

い

な

が

ら
、

本
格
的
研
究
を

欠
い

て

い

た

典
礼

史
の

分
野
に

切
り

込
む
斬
新
な

論
文
で

あ

る
。

各
種

祭
式
書
の

錯
綜
し
た

系

譜
関
係

、

起
草
時
期

、

さ

ら
に

東
フ

ラ
ン

ク

祭
式

書
に

特
徴

的
な

神
権
的
国

王

像
を

実
証
的
に

裏
付
け

て

い

く
。

上
記
ハ

イ

ン

リ
ヒ

の

塗
油
拒
絶
と
い

う

懸
案
は

も
と

よ

り
、

七
五
一

年
の

ピ
ピ
ン

の

国
モ
塗
油
の

事
実
性
が

、

近
年

ゼ

ム

ラ

ー

（

匂

o
°・

駄

Qり
Φ

ヨ

巨
雪
）

に

よ

り

否
認
さ

れ
て

お

り
、

こ

の

分
野

は
ま
だ

ま
だ

多
く
の

可
能
性
を
秘
め
て

い

る

も
の

と
思
わ

れ
る

。

　
ロ

ー

マ

皇

帝
権
の

問
題
に

つ

い

て

は
、

ま
ず

、

大
月
康
弘
『

ロ

ー

マ

皇
帝

二 、一．一
二
（

九

己
）

称
号
問
題
と

中
世
キ
リ
ス

ト

教
世
界
の

政
治

秩
序
に

関

す
る

研
究
』

（

平
成

一

三

〜
→

五

年
度
科
研
費
報
告

書）

が

挙
げ
ら

れ

る
。

前

半
部
の

論
稿
の

概
要

は
、

既
に

本
誌
二

〇
〇
二

年
「

東
欧
」

の

項
で

紹
介
さ

れ
て

い

る
。

特
筆
す

べ

き
は

、

そ

こ

で

予
告
さ

れ
て

い

た
ク

レ

モ

ナ

司
教
リ

ウ

ト
プ

ラ
ン

ド

『

コ

ン

ス

タ

ン

テ

ィ

ノ

ー

プ
ル

使
節
記
』

の

全
訳
と

詳
細
な

訳
注
が

、

後
半
部
に

収
録
さ

れ
て

い

る

こ

と

で

あ
る

。

研
究

者
の

利
用
に

広

く
供
す
る
た
め

に

も、

単
行
本
の

形
で

の

刊

行
を
切
に

望
む

。

な

お
、

最
近
発
表
さ

れ
た
フ

シ

ュ

ナ
i

（

≦
。

語
ロ
コ
σQ

＝

島
。

巨
9
の

浩
瀚
な

実
証

的
研
究
は

、

リ
ウ

ト

プ

ラ

ン

ド
が

オ
ッ

ト
ー

大
帝
の

書
記
と
し

て

旺
盛
な

証
書
作

成
活
動
に

携
わ

り
、

宮
廷
人
脈
の

枢
要
な
立

場
に

あ
っ

た

と

の

新
知
見
を
も
た
ら
し

て

お
り

、

こ

の

個
性
豊
か
な

イ

タ
リ
ア

人
に

つ

い

て

新
た

な

研
究
の

進
展
が

期
待
さ
れ
る

。

そ
の

オ

ッ

ト
ー

に

よ
っ

て

九
六．
．

年
に

樹
立
さ
れ
た

ロ

ー
マ

皇

帝
権
と、

超

民
族
的
大
集
団
と

し
て

の

“

ド

イ
ツ

人
”

の

ア

イ
デ
ン

テ

ィ

テ

ィ

形
成
と
の

複
雑
な

関
係
に

つ

い

て

は
、

三

佐
川
亮

宏
『

叙
任

権
闘
争
と
ド
イ
ツ

モ

国
』

（

平
成

＝
二

〜
一

五

年
度
科
研
費
報
告
書）

が
、

ザ
ー

リ
ア

ー

期
を
対
象
に

概
念

史
的
観

点
か

ら
の

考
察
を
加
え
て

い

る
。

　
次
に

、

先
年

、

テ

ィ

ロ

ル

農
村
社
会
に

お

け
る

紛
争
解
決
を

考
察
し

た

服

部
良
久
氏
が

、

「

中
世
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

に

お

け
る

紛
争
と

紛
争
解
決
」

〔
『

史
学
雑

誌
』

一
一

三

⊥
二）
、

「

中
世
盛

期
ド

イ
ツ

に

お
け
る
紛

争
解
決
と

国
制
」

（
『

研

究
紀
要
』

八

京
大
・

文
〉

四

三）

の

二

点
を

相
次
い

で

発
表
さ

れ
た

。

研
究
動
向

の

整
理
を

目
的
と

す
る

前
者
は

、

ア

ン

グ
ロ

・

ア

メ

リ

カ

の

研
究
者
た

ち
が

ポ
ス

ト
・

カ
ロ

リ

ン

グ

期
の

フ

ラ

ン

ス

地
域
社
会
に

関
し

て

提
示
し
た

ア

プ

ロ

！

チ

と
、

ア

ル

ト
ホ

フ

に

よ

る

帝
国
レ

ヴ

ェ

ル

で

の

政
治

的
コ

ミ
ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

研
究
の

接
合
の

可
能
性
を

模
索
す
る

。

後
者
は

、

そ

の

課

題
解

N 工工
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決
を

、

バ

ル

バ

ロ

ッ

サ

の

治

世
と
一

二

世

紀
末
〜
一

三

世
紀
を

対
象
と
し

て

実
践
し
た

労
作
で

あ
る

。

仲
裁
・

和
解
と

裁
判
・

判
決
と

の

間
の

流
動
性

、

国
王

と
諸
侯
の

政
治
的
コ

ミ

ュ

ニ

ケ

ー

シ

ョ

ン

の

場
と
し

て

の

宮
廷
の

機
能

、

さ
ら

に

は

有
力
諸
侯

間
の

仲
裁
・

同
盟
に

よ
る
、

個
々

の

領
邦
を
超
え
た

広

域
レ

ヴ
ェ

ル

で

の

新
た

な

政
治
秩

序
形
成
へ

の

動
き
が

浮
き
彫

り
に

さ
れ
る

。

一

〇
〇
点
以
上
を

数
え

る

事
例
研
究
の

重
厚
さ
に

は、

た

だ

た

だ

圧

倒
さ
れ

る
。

な

お
、

ア

ル

ト
ホ

フ

は
、

L
述
の

駒
場
の

研
究
集
会
で

も

精
力
的
な

報

告
・

討
論
を
行
っ

た

他
、

訳

書
も
公

同
さ

れ
て

い

る
（
柳

井
尚
子
訳

「

中
世

人

と

権
力
」

八

坂
書
房
）

。

若
曽
根
健
治

「

血

讐
と
そ

の

処
理
に

つ

い

て
」

（
『

熊

本

法

学
』

一

〇一
．

）

は
、

ド

イ
ツ

中
世
後
期
の

都
市
と

そ

の

周
域
に

お

け
る

血

讐
の

実
態

を
、

種
々

の

史
料
を
用
い

て

克
明
に

追
跡
し

て

い

く
。

こ

こ

で

も
、

訴
訟
と
な
ら
び

裁
判
外
の

和
解
が

重
要
な

役
割
を

占
め

て

い

た
こ

と

が
指

摘

さ

れ
て

い

る
。

鈴
木
み

ど
り
、

中
世
盛
期
ド

イ
ツ

領
主
社
会
に

お
け

る
人
的

結

合
関
係
」

（
『

学
習
院

史
学
』

四
二
）

は
、

「

二

ー

ベ

ル

ン

ゲ
ン

の

歌
」

で

用

い

ら
れ
た

ミ
帆

§
鄭．

ミ
ミ
ミ
象
ぎ
凝

と
い

う

多
義
的
概
念
に

着
目
し

、

中
世

社
会
を
特
徴
づ

け

る

「

親
族
」

、

「

家
臣
」

、

、

仲
間
」

と
い

っ

た

様
々

な
絆
の

諸
相
を
解
読
す

る
。

テ

ク

ス

ト
の

読
み

の

深
さ、

解
釈
の

き
め

細
か

さ
が

光

る

好
論
で

あ
る

。

　

法
制
史
に

関
す

る

業
績
と

し
て

、

森
義
信
「

ド
イ
ツ

中
匿
の

法
諺
一
（
『

芸

林
』

五一．一
1．
一
）

を
挙
げ

て

お

く
。

ゲ

ル

マ

ン

冂

中
世
法
に

お
け

る

象
徴
主

義
に

関
す
る

氏
の

研
究
の
、

環
を
な
す

も
の

で

あ

り
、

「

国

王
は

長
い

手
を

持
っ

て

い

る
」

に

始
ま
る

「

ユ

ー

モ

ラ

ス

で

シ

ン

ボ
リ
ッ

ク
、

詩
的
で

絵
画

的
な

句
」

〔
副
題）

を
六
〇

点
翻
訳
し
、

解
釈
が

加
え

ら

れ
る

。

読
み
進
む

う

ち
に

、

慣
習
法
社
会
に

特
有
な

法
意

識
・

法
観
念

、

あ
る

い

は

法
社
会
の

ヨ

　

i

ロ

　
ッ

パ

　
（

中
世
i−
中
東
欧
・

北

欧
）

あ

り
方
と
そ

の

変
容
の

プ
ロ

セ

ス

が
見
え

て

く

る
。

最
後
は
、

成
文
法
時
代

の

到
来
を
告
げ
る

「．
法

は
あ
ら

ゆ

る
慣
習
に

打
ち
勝
つ
」

で

締
め

括
ら

れ
る

。

　

中
世
後
期
に

進
む

。

ま
ず、

帝
国
に

つ

い

て
。

二

〇

年
前
に

山
田

欣
吾

氏

は
、

「

こ

の

分
野
が

遠
か
ら

ず
一

つ

の

活
況
を
呈

す
る

で

あ

ろ

う
こ

と
は

ほ

ぼ

疑
い

え

な
い
」

〔
西

川

止

雄
編
『

ド
イ

ツ

史
研

究
入

門
』

、

東

大

出
版

会
、

＝
．

頁）

と

述
べ

て

お

ら

れ
た

が
、

今
や
そ

れ
は

現

実
の

も
の

と

な
り
つ

つ

あ

る
。

横
川
大

輔

「

一

四

世
紀
末
ド

イ
ツ

に

お
け
る

「

国
王
不

在
の

会
議

島
○

『

α

三
σq
°。一
Q
コ。

o
コ

→

諾
Φ

」

」

〔
『

北

大

史
学
』

四

四
）

は
、

モ

ー

ラ

フ

の

イ

ン

セ

ン

テ

ィ

ヴ

に

よ
り
見

直
し

が

計
ら

れ
つ

つ

あ
る

．

帝
国
会
議
」

に

関
連
し
て

、

選
帝
侯
の

同
意
形
成
の

「

場
−

と

し
て

の

「

国
王

不
在
の

会
議
」

の

最
初
期

の

歴
史
に

光
を
当
て

た

も
の

で

あ

る
。

金

印
勅

書
の

影
響
力
の

相
対
化
や

、

前
述
の

政
治
的
コ

ミ
ュ

ニ

ケ
ー

シ

ョ

ン

論
の

視

角
と
通
底
す
る

射
程
な
ど

、

注
目
す
べ

き
論
点
が

提
示
さ

れ
て

お
り

、

　一

五

世
紀
に

つ

い

て

の

継
続
研
究

が

期
待
さ

れ
る

。

　

次
に

、

領
邦
に

移
ろ

う
。

櫻
井

利
夫
「

ト
リ

ー

ル

大

司
教
の

臼
由
所
有
城

塞
ザ

ー

ル

ブ
ル

ク

の

城
塞
支
配
権
と

シ

ャ

テ

ル

ニ

ー
」

（
『

法
制
史

研
究
』

五

「．
G

は
、

同
大
司
教
の

有
す
る

城
塞
の

中
で

最
も
早
期
か
ら

行
政
上
の

中
心

を
な
す

同
ブ
ル

ク

の

支

配
権
を

、

フ

ラ

ン

ス

の

シ

ャ

テ

ル

ニ

ー

と

同
一

視
で

き
る

か

否
か
を

究
明
し
よ

う
と

す

る
。

史
料
の

検
証
を

通
じ

て

種
々

の

支
配

権
を

抽
出
し
た

う
え

で
、

両
者
は
【

ほ

ぼ

同
質
的
な
も
の

で

あ
る

」

と
の

帰

結
が

引
き
出
さ

れ
る

。

微
妙
で

あ

る
に

せ

よ
両

者
の

相

違
点

、

あ
る

い

は

比

較
対

象
と

さ
れ
て

い

る

フ

ラ

ン

ス

／

マ

コ

ン

に

つ

い

て
、

デ
ュ

ビ

ィ

以
降
の

半
世

紀
間
の

シ

ャ

テ

ル

ニ

ー

研
究
の

進

展
状
況
を

教
え

て

い

た

だ

き
た
か
っ

た
。

経
済
的
新
興
地
域
の

ホ

ラ

ン

ト
に

つ

い

て

は
、

田

中
史

高
氏
の．
一

点
の

二

三一
三
（

九「
、

）
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ヨ

ー

ロ

ッ

パ

（

中
世
−
中
東
欧
・

北
欧
）

論
稿
を

得
た

。

コ

四

世
紀
後
半
ホ

ラ
ン

ト

伯
領
諸
都
市
の

「

会
合
行
動
」

（

α
四
ゆq
〈
山

母
け

 
コ
）

」

（
小

倉
欣
一

編
『

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

分
化
と

統
合
』

太
陽
出
版
）

は
、

身
分
制
議
会
の

先
駆
的
現
象
と

し
て

の

諸
都
市
の

協
議
の

場
で

あ
る

「

会
合

行
動
」

を
、

政

治
的
統

合
の

あ
り

方
を
め

ぐ
る

君
主
と

都
市
の

緊
張
関

係
の

中
に

位
置
づ

け
て

い

る
。

「

フ

ィ

リ

ッ

プ

ス

・

フ

ォ

ン

・

ラ

イ
デ
ン

の

『

君

主

国
家
論
』

に

お
け
る

都
市
観
」

（
「

紀

要
』

〈

聖

学
院
大
・

総

合
研
〉

二

七
）

は
、

フ

ラ

ン

ス

で

学
ん

だ

レ

ジ

ス

ト
が

、

中
央
集
権
化
政
策
を

目
指
す
ホ
ラ

ン

ト

君
主
の

政
策
転
換
を

法
理
論
的
に

擁
護
す
る

目
的
で

著
し
た
一

種
の

君
主

鑑

の

中
か
ら

、

特
に

都

市
に

関
す
る

議
論
を
訳

出
・

考
察
す

る
。

瀬
原
義
生

「

中
世
末
期
・

近
世
初
頭
の

ド
イ
ツ

鉱
山
業
と
領

邦
国
家
」

〔

『

立

命
館
文
学
』

五

八
五
）

は
、

ザ
ク

セ

ン

や
テ

ィ

ロ

ル

等
の

領
邦
の

財
政
に

占
あ
る

鉱
山
業

の

重
要
性
を

膨
大
な
デ
ー

タ
に

よ
っ

て

裏
付
け、

さ
ら

に

氏
が

「

第
一

次
世

界
経
済
シ

ス

テ

ム
」

と

呼
ぷ

近
世
以
降
の

国

際
的
経
済
体
制
へ

の

展
望
を

示

す
。

鉱

業
技
術

、

生

産
形
態

等
に

関
す
る

図
版
も
付
し
た

丁
寧
な

解
説
は

、

机
上
の

勉
学
で

は

等
閑
視
さ
れ
が

ち
な

側
面
で

あ
る

だ

け
に

大
変
貴
重
で

あ

る
。

坑

夫
の

労

働
組
織
に

関
す
る

詳
述

も
含
め

、

今
後
の

研
究
の

道
標
と

な

る
で

あ

ろ
う

。

な
お

、

氏
に

は

K
・

ヨ

ル

ダ
ン

『

ザ

ク
セ

ン

大
公

　
ハ

イ

ン

リ
ヒ

獅

子
公
』

（
ミ

ネ
ル

ヴ
ァ

晝
房
）

の

訳
業
も
あ
る
が

、

既
に

本
誌
一

二
二

…

九
で

紹
介
さ

れ
お
り

、

こ

こ

で

は

割
愛
さ

せ
て

い

た
だ

く
。

文
化
史
・

教
会
史
・

社
会
史
　
岩
波
敦
子

§
鳴

ミ
。

ぎ

ミ

oO
』

ミ
9b

器

肉

ミ

§
o

ミ

§
σq

魯゚
・

切

簒
ミ
鳴

ミ
o
試

ミ
壽

b口
軌

。・

寒

号−
§
乱

ミ
ミ
題
譜
下

匿

寿
貸

ミ
貯
昌

　
織

靄
　

き
忠
§

ミ
巴
隣

寂

ミ
師

　
（

∪
二
口
o
屏
 
「

　

卿

　

＝
二

∋
げ一
〇
戸

国
 

島
昌
）

は
、

ベ

ル

リ

ン

自
由
大

学
に

提
出
さ
れ
た

博
士
論

文
で

あ
る

。

中

世
人
の

心

性
や

思
考
枠
組
を
解
明
す
る
キ
ー

概
念
と
し
て

の

「

メ

モ

リ

ア
」

三一
二

四
（

九

＝ 、
）

に

注
目
し、

盛

期
中
世
の

司
教
・

君
主
の

証
書
を
材
料
に

、

想
起

、

記
念

、

記
憶
（

力）

と
い

っ

た

概
念
の

多
義
性
と
発
展
を

、

フ

ラ

ン

ス

と
の

比

較
も

交
え

つ

つ

丹
念
に

追
跡
し

て
い

く
。

専
門
の

識
者
に

よ
る

本
格
的
な

書
評
を

期
待
し
た
い

。

生
活
様
式、

表
象
世
界
に

日

常
史
の

視
点
か
ら

迫
る

試
み
と

し
て

は
、

H
・

W
・

ゲ

ッ

ツ

（
津
山
拓
也
訳
）

『

中
世
の

聖
と

俗
」

（

八

坂
書
房）

の

翻
訳
が

あ
る

。

三

浦
麻
美
「

テ

ユ

ー

リ
ン

ゲ
ン

の

聖
エ

リ
ザ

ベ

ー

ト
の

列

聖
」

（

『

研
究
年
報
」

A

中
央
大
・

院
・

文
〉

三

三）

は
、

列
聖
の

目
的
が

、

当

初

の

異
端
抑
圧
か
ら

、

教
皇
や

在
地
勢
力
に

よ
る

政
治
的

思
惑
に

よ

り
変
容
し

て

い

く
様
相
を、

史
料
に

即
し

て

克
明
に

再
構
成
し
て

い

く
。

原
田

晶
子

「

後
期
中
世
ニ

ュ

ル

ン

ベ

ル

ク

に
お

け

る

教
区
教
会
の

社
会
的
機
能
」

（
「

史

論
』

五

七
）

は
、

　一

般
に

「

双
子
の

姉
妹
」

と
言
わ

れ
る
聖
ゼ

ー

バ

ル

ト
．

聖
ロ

ー

レ

ン

ツ

両
教
区
教
会
の

機
能
的

相
違
を

、

内
陣
の

寄
進

物
件
の

分
析

を
通
じ
て

解
明
す
る

。

ボ
ル

ゴ

ル

テ
が

提
唱
す
る

社
会
史
的
観
点
か
ら
の

寄

進
研
究

を
、

一

都
市
全
体
を

対
象
と
し
て

深
化
さ
せ

て

い

く
試
み
と
し
て

興

味
深
い

。

　
ユ

ダ

ヤ
人
史
に

つ

い

て

は
、

佐
々

木
博
光
氏
の

論
稿
が
二

点

発
表
さ

れ
た

。

「

黒
死

病
と
ユ

ダ
ヤ

人
迫
害
」

（
『

紀
要
』

〈

大
阪
府
大
〉

人
文
・

社
会
科
学
五
二
）
、

コ

四

世
紀
中
葉
の

ユ

ダ

ヤ

人
迫
害
」

バ
『

西
洋
史
学
』

二
一

三
）

。

前
代
未
聞
の

ペ

ス

ト

の

流
行
が

社
会
を
パ

ニ

ッ

ク
に

陥
れ

、

そ

の

随
伴
現
象
と

し
て

、

ユ

ダ

ヤ
人
に

よ
る

毒
物
混

入
の

噂
が

流
布
し

、

そ
れ

を
真
に

受
け
た

暴
徒
が

迫

害
と
い

う

異
常
行
動
に

奔
っ

た

ー
こ

の
一

見
明
解
な

論
理
に

つ

い

て
、

前
者

は

疑

問
を
呈

す
る

。

そ

し

て
、

同
時
代
人
の

証
言
を
仔
細
に

再
検
証
し
た

う

え

で
、

ク
ロ

ノ

ロ

ジ
ー

は
む
し

ろ

逆
で

あ
る
こ

と

を

鮮
や

か
に

論
証
す
る

。

な
お

、

評
者
は

偶
々

、

肉

ミ
菷

さ
ミ

ミ

》
』

粛
帖

ミ
鳴

§
鳴

紙
の

書
評

（

O
 ．

智
戸
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8
鐔
）

で
、

研
究
の

第
一

人
者
ハ

ー

フ

ァ

ー

カ

ン

プ
が

中
世
ユ

ダ
ヤ

人
史
に

関
す
る

大

部
の

歴
史
地

図
集
を
刊
行
し
た

こ

と

を
知
っ

た
が
、

そ
の

見
出
し

も

同
旨
で

あ
っ

た
。

「

ま
ず
ポ

グ
ロ

ム
、

そ

れ
か

ら
ペ

ス

ト
」 。

そ
の

理

由
を

問

う
後
者
は
、

迫
害
が

念
入

り
に

準
備
さ

れ
た

計
画
的
な

も
の

で

あ

る

と
し

、

そ
の

動
機
を、

二

つ

の

所
説
ー

ユ

ダ
ヤ

人
大
権
の

領
邦

化
に

伴

う
権
力
構
造

の

変
化、

支
配
層
が

貧
者
の

不
満
の

は

け
口

た

る

「

避

雷
針
」

と
し

て

利
用

し
た

ー
に

即
し

て

仔
細
に

考
証
す
る

。

都
市
史
・

商
業
史
　
ペ

ス

ト
が

社
会
に

与
え
た

影
響
の

別
の

側

面
を

、

佐
久

間

弘

展
「

中
世

後
期
ド

イ
ツ

職
人
組
合
の

成
立
」

（

「

紀

要
」

〈

早
大
・

院
・

教

育
〉

一

四）

が

取
り
上
げ
て

い

る
。

　一

四

世
紀
後
半
に

始
ま
る

職
人
の

組
織

化

は
、

大
幅
な

人
口

減
少
に

伴
う

賃
上

げ

要
求
や

遍
歴

の

頻

度
の

増
加
と

い

っ

た

社
会
経

済
的
要
因
が

複
合
的
に

絡
み

合
っ

た
結

果
で

あ

り
、

ツ

ン

フ

ト

市
制
の

導
入
に

よ
る

親
方
と
の

対
立
関

係
に

起
因
す
る

の

で

は
な

い

と
い

う
。

同
氏
に

は

「

職
人

兄
弟
団
」

（
『

中
世
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

を

生
き
る
』

）

も
あ

る
が

、

本
誌
一

＝
二

ー

二
号
の

紹
介
に

譲
る

。

服
部
良
久
「

中
世
後
期
の

「

都
市

ベ

ル

ト
」

地
域
に

お
け
る

都
市
と
国

家
」

（

紀
平
英
作
編
「

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

統

合
の

理

念
と

軌
跡
』

京
大
学
術
出
版

会）

は
、

「

都
市
ベ

ル

ト
」

と
呼

ば
れ

る

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

中
央
部
を

貫
く
地
域
が

、

中
・

近

世
に

、

集
権
的
な
ネ
イ
シ

ョ

ン

国

家
へ

向
か

わ
ず、

都
市
を

中
心
と

す
る
独

特
の

政
治
的
組
織
・

団
体
を
生
み

出
し

た

こ

と
に

着
目
し

、

そ

こ

に

ト
ラ

ン

ス

ナ

シ

ョ

ナ

ル

な
比

較
地
域
史
研

究
の

可
能
性
を

探
る

。

氏
が

描
き
出
す、

低
地
地
方
か
ら

ラ

イ
ン

地

方
を
経

て

ス

イ

ス
、

イ
タ
リ
ア

北
・

中
部
に

い

た
る

鳥
瞰
図
は

、

統
合
へ

と

向
か
い

つ

つ

あ

る
ヨ

ー

ロ

ッ

パ

の

多
様
性
を

、

一

九

世
紀
的
な

国
民
国
家
の

パ

ラ

ダ

イ
ム

と

は

異
な
る

視
座
か
ら

理
解
す
る

確
か
な

手
掛
か

り
を

与
え
て

く
れ
る

。

ヨ

ー

ロ

　
ッ

パ

（

中
世
−
中
東
欧
・

北

欧
）

　
次
に

個
々

の

都
市
に

つ

い

て
。

都
市
と

教
会
の

緊
密
な

関
係
は

、

前
掲
原

田

氏
の

寄

進
研
究
で

指
摘
さ

れ
て

い

た

が
、

江
川
由
布
子
「

中
世
シ

ュ

ト

ラ

ー

ス

ブ
ル

ク
に

お

け
る

大
聖
堂
と

都
市
共
同
体
」

（

「

比
較
都
市
史
研

究
』

二

三

−
二
）

は
、

都
市
印
章

、

祭
壇

、

大
聖
堂
建

築
、

マ

リ
ア

崇
拝
の

分
析
を

通
じ

て
、

旧
来
等
閑
視
さ

れ
て

き

た

「

聖
な
る

都
市
」

と
い

う

宗
教
共
同
体

と

し
て

の

性
格
を

明
ら

か
に

す
る

。

田
北

廣
道

「

ド
イ

ツ

中
世
都
市
「

最
古

の

悪
臭
防
止
文
書
」

」

（
『

動
態
像
』）

が

問
題
と
す
る

の

は
、

市
内
の

鉛
・

銅

精
錬
施
設
か

ら

発
生

す
る

悪
臭
へ

の

対
策
を
講
じ

た
．

四
六
一

年
の

ケ
ル

ン

市
参
事
会
の

文
書
で

あ
る

。

「

経
済

構
造
の

転
換
」

期
に

あ
っ

て
、

市
当
局

が

環

境
・

健
康
保
全
と

手
虹

業
の

経
済
的
発
展
と

の

間
の

ジ
レ

ン

マ

に

苦
心

す
る

様
相
が

、

関

連
史
料

を
用
い

て

活
写
さ
れ

る
。

「

環
境
史
」

の

観
点
か

ら

の

切
り
口

が

新
鮮
で

あ

る
。

　
近
年
活
発
な
ハ

ン

ザ
同

盟
の

商
業
史
に

つ

い

て

は
、

次
の

四
点
を
得
た

。

谷
澤
毅
「

ハ

ン

ザ

期
リ

ュ

ー

ベ

ッ

ク

に

お

け
る

リ
ー

フ

ラ

ン

ト

産
品
の

取

引
」

〔

鈴
木
健
夫
編
『

ロ

シ

ア

と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ
』

早
大

出
版

部）

は
、

そ
の

流
通
の

中
心
に

位
置
す
る

の

が
毛

皮
と
蜜
蝋
で

あ
っ

た

こ

と

を
、

ポ
ン

ド
税
台
帳
の

デ

ー
タ

を
も
と
に

確
認
す

る
。

蜜
蝦
生
産
に

関
す
る

詳
述
は
、

他
の

分
野
の

研
究
者
に

も
大
い

に

参
考
に

な
る

。

斯
波
照
雄
「

中
世
末
期
か

ら

近
世
初
期

に

お

け
る

リ
ュ

ー
ベ

ッ

ク

の

商
業
と

都
市
経
済
事
情
」

（
『

商
学
論
纂
』

A

中
央

大
V

四
五

L
二

・

四）

は
、

ハ

ン

ザ

の

領
袖
た
る

同
市
が

、

一

五

世
紀
末
〜
一

六

世
紀
前
半

、

新
興
勢
力

と
の

競
争
の

激
化
に

よ
っ

て

全
体
的
に

停
滞
傾
向

に

向
か
い

つ

つ

あ
っ

た

状
況
を
明
る

み
に

す
る

。

柏
倉
知
秀
「

中
世
ハ

ン

ザ

都
市
の

商
業
規
模
」

（

「

比
較
都
市
史

研

究
』

二一
ニ

ー
一
）

は
、

商

業
規
模
を

計

る

史
料
と

し
て

、

先
に

氏
が
紹
介
し

た
一

四
世
紀
後
半
の

ポ
ン

ド

税
決
算
書

三
三

五
（

九一
三

）
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ヨ

ー

ロ

ッ

パ

（

中
世
ー
ロ

シ

ア
・

ビ

ザ
ン

ツ
）

を

取
り
上

げ
、

リ
ュ

ー
ベ

ッ

ク
、

プ
ロ

イ
セ

ン

諸
都
市

、

シ
ュ

ト
ラ

ー

ル

ズ

ン

ト
が

他
を
圧

倒
し

て

い

た
こ

と
を

解
析
す
る

。

小
野
寺
利
行
「

中
世
ハ

ン

ザ

交
易
に

お
け

る

ノ
ヴ
ゴ

ロ

ド
の

内
陸
輸
送
」

（
同）

は
、

＝
二

世
紀
後
半

に

中
継
交
易
へ

と

転
換
し
て

い

く
ノ
ヴ
ゴ

ロ

ド
が

、

商
品
輸
送
の

独
占
と
そ

の

担
い

手
の

利
益
確
保
を

実
現
し
て

い

く
過
程
を

、

関
連

史
料
の

比

較
検
討

か

ら

詳
ら

か
に

す
る

。

な

お
、

同
誌
に

は
、

以
上
の

四

氏
に

北
欧
史
の

根
本

聡

氏
を
加
え
た

文
献
解

題
「

日

本
に

お

け
る
ハ

ン

ザ

史
研

究
の

動
向
と

現

状
」

も

掲
載
さ

れ
て

お
り

、

研
究
入

門
と

し
て

有
益
で

あ

る
。

北

欧
史
・

東
部
中
欧
史
　
小
澤
実

「

ゴ

ー

ム

の

足
跡
を

求
め

て
」

（
『

北

欧
史

研

究
』

二
一
）

、

「

エ

ー

リ

ク

勝
利
王

と

紀、
兀

千
年

直
前
の

バ

ル

ト

海
世
界
」

（

『

史
学
雑
誌
』

一

；

丁
七
）

は
、

そ

れ
ぞ

れ
キ

リ
ス

ト

教
導
入
前
後
の
一

〇

世
紀
の

デ
ン

マ

ー
ク

、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

の

初
期
王

権
の

姿
を

、

周
辺
諸
国
と

の

政
治
的
関
係
も

視
野
に

含
あ
つ

つ

再
構
成
す

る
。

質
・

量
と

も
制
約
さ
れ

た

原
史
料
を
北
欧
語
の

研
究
文
献
を
駆
使
し
つ

つ

批
判
的
に

検
証
す

る

作
業

が

展
開
さ

れ
て

お

り
、

研
究
水
準
は

極
あ

て

高
い

。

清
原
瑞
彦
「

ル

ー
ン

碑

文
に

よ

る
ヴ

ァ

イ

キ
ン

グ

時
代
」

（

「

紀
要
』

〈

北
海

道
東
海
大
〉

人
文
社
会
科
学

一

六
）

は、

ス

ウ
ェ

ー

デ
ン

の

碑
文
に

現
れ
る

人
名
そ
の

他
の

情
報
を

、

分

類
・

整
理
し
た
一

覧
が

中
心

を
占
め

る
。

井
内
敏
夫
「

初
期

中
世
ポ

ー
ラ

ン

ド
に

お
け
る

騎
士
の

権

利
と

大
土

地
所
有
」

（
『

ロ

シ

ア

と
ヨ

ー

ロ

ッ

パ
』）

は
、

「

騎
士
の

権
利
」

と
い

う

包
括
的
な

法
概
念
を
め

ぐ
る

学
界
論
争
を

整
理
し
、

併
せ

て

キ

エ

フ

・

ル

ー

シ

と
の

比

較
の

可

能
性
を

提
示
す

る
。

藤
井
真
生

、

＝
二

世
紀
チ

ェ

コ

王

権
の

政

策
に

お
け
る
都

市
の

役
割
」

〔
「

史
林
』

八

七

−

三
）

は
、

台
頭
し
つ

つ

あ

る
貴
族
層
を

抑
圧
す
る
た

め

に

王

権
が

都
市
政
策

を

展
開
し

た
と

の

旧
来
の

通
説
を
修
正
し

、

都
市
の

経
済
力
や

王

領
の

実
効

一
二一
二⊥
ハ

（

九

西
）

的

支
配
の

確
立
と

い

う
側
面
に

光
を
当
て

る
。

　

最
後
に

、

昨
年
紹
介
さ
れ
な
か
っ

た
、

千
葉
敏
之
「

閉
じ

ら
れ
た

辺
境
」

（
『

現
代
史
研
究
』

四

九
、

二

〇
〇
三
）

に

つ

い

て
。

　一

九
九
八

年
の

フ

ラ

ン

ク

フ

ル

ト
の

歴
史
家
大

会
以
来、

ナ

チ

ズ

ム

と

戦
後
ド
イ
ツ

歴

史
学
と

の

関
係

、

あ

る
い

は
歴
史
家
個
人
へ

の

関
心
が

急
速
に

高
ま
り
つ

つ

あ

る
。

本
稿
は

、

そ
の

中
で

も

「

西

方
研
究
」

と
並

ん

で

最
も
デ

リ

ケ
ー

ト

な

領
域
で

あ

る

「

中
世
東
方
植
民
史
研
究
の

歴
史
と

現
在
」

（

副
題）

に

つ

い

て
、

中
世
史
家

の

著
者
が

、

現
代
史

、

史
学
史

、

さ
ら
に

ポ
ー

ラ

ン

ド

人
研
究
者
の

議
論
を

も

広
く
視
野
に
収
め
つ

つ
、

鋭
く
メ

ス

を
入

れ
た

注
目
す
べ

き

論
稿
で

あ
る

。

歴

史
研
究
の

現
代
的
意
義
を

省
察
す
る
こ

と
の

必
要
性
は

、

佐
々

木
氏
の

論

文
で

も

繰
り

返
し

表
明
さ
れ
て

い

た
。

近
年

、

ド
イ
ツ

人
研
究

者
が
「

二
一

世
紀
に

お
け

る
中
世
史
研
究
の

現
在
性
」

を

主
題
と
す
る

著
書
を
相
次
い

で

刊
行
し

て

い

る
の

も
、

こ

う
し
た

認
識
の

反
映
と

捉
え
る

こ

と

も
で

き
よ

う
。

ヨ

ー

ロ

ッ

パ

史
を

対
象
と
す

る
非
ヨ

ー
ロ

ッ

パ

人

研
究
者
と

し
て

の

ス

タ

ン

ス

を
、

常
に

問
い

直
す
必
要

性
を

肝
に

銘
じ

つ

つ
、

拙
い

書
評
の

筆
を

擱
く

こ

と
と

し
た
い

。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
（

三
佐
川
亮
宏
）

囗

シ

ア
・

ビ

ザ
ン

ツ

　
昨
年
は
ビ

ザ
ン

ツ

史
の

文
献
が

少
な
か
っ

た
。

し
か

し
そ

の

中
で

ビ
ザ

ン

ツ

社
会
の

動
態
を

探
る
二

つ

の

好
論
を

得
た

。

大

月
康
弘
「

ビ

ザ
ン

ツ

国
家

と

慈
善
施
設
」

（
長

谷

部
史
彦
編
『

中
世

環
地

中
海
圏

都
市
の

救
貧
』

慶
大
出
版
会
）

は
、

元
々

公

的
収
入

等
で

維
持
さ

れ
、

ま
た

教
会
監

督
下
に

置
か
れ
た

半
公

共
施
設
と
し

て
の

慈

善
施
設
が

九
世
紀
頃
か

ら
私

財
に

よ
り

経
営
さ

れ
、

ま
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